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局発として、”ドレーク-PLL”を使い、RF 部を６逓倍器に改造し、FET２ヶで 11GHz 帯が簡単に取り
出すことが出来ました。 
逓倍に GaSa FET：NE3210S01 を”ダイオード”として使い、その後 1/4λ のフィルターを入れ、 
バファーAMP として１段（NE3210S01）使用した。 
”ダイオード”として FET のソースリードを根元よりカット。AMP は、ドレインを 3V-20mA としてパ
ラメーターを設定し負電圧（7660）でピークを取り、あとは、細かくスタブ調整で＋９dBm 近く出ま
した。（６逓倍器の電源＋５V は PLL の 78N05＞基板裏より供給） 
結果 
PLL：出力１９９５．５５MHz：＋１０dBm 
OUT：１１．９７３GHz：＋８．７dBm 
 （１３．５ｖ-110ｍＡ） 
スプリアス：＊２、＊３、＊４、が‐４０dBc 
       ＊５が‐２０dBc 
       ＊７が‐３０dBc 
１/4λの間隔を１部>１.01mm 間隔を 0.3 ㎜にした為 
５逓倍が取り切れなっかたと思います。 
*******************７５GHz 用 Lo************* 
ドレーク PLL-RE 水晶：７．７９５１４MHz ＊２５６倍＝１９９５．５５MHz 
              １９９５．５５MHｚ＊６倍 ＝１１．９７３３３４GHz 
１１．９７３３３４GHz＊２倍＝２３．９４６６GHz 
２３．９４６６GHz＋１．２８GHz＝２５．２２６６６８GHz 
２５．２２６６６８GHz＊３逓倍＝７５．６８GHz 
*****************４７GHz 帯用 Lo：４５．８GHz**************** 
ドレーク PLL：８．９４５３MHz（基準水晶）＊２５６倍＝２２９０MHz 
                ２２９０MHz＊５逓倍＝１１．４５GHz 
               １１．４５GHz＊２逓倍＝２２．９０GHz 
               ２２．９０GHz＊２逓倍＝４５．８０GHz 
この仕様でドレークの基準発振水晶を替えることによって10G,24G,47G,75Gの局発として使えそうで
す。 浅妻 久和  Hisakazu Asatsuma ＊ＪＡ０ＤＦＲ－ＪＲ０ＹＧＷ＊＊ dfrsys@mx2.nisiq.net 
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ローカルのＪＲ９ＰＩＹ局からシュペルトップ放射器製作のジグを頂きました。 
写真のような物ですが、大変しっかりしています。これを使うと嘘のように、簡単な銅管や真鍮管の
センターに穴を明けることが出来ます。心棒に１ｍｍの穴も楽々です。さすがに、プロの金属加工屋
さんは手早いです。また、ご所望の方には制作出来るようです。ＷＲＪ１８０の嫁入り先の無いもの
を添付します。最後に、先だってからの制作会に見本に使っていた物で作った物です。 
何とか格好だけは・・・・一応トリプル？？？ ＤＥ ＴＹＫJA9TYK-Masahiko Momono  Menber of HMWC 
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